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編集後記

Netsu Sokutei 36（（5））2009

【 編集後記 】

今期から編集委員を担当しております．私は機械工学の中

で熱流体工学，熱力学，マイクロ工学を専門としていますが，

微小な温度センサや熱量センサを微細加工で製作し熱分析へ

応用する研究をはじめてから学会にお世話になるようになり

ました。熱測定討論会や学会誌では，化学や物理，材料，生

体，医薬，食品など多彩な分野の研究や議論に触れ，理解の

及ばないところが多いながら，新しい知識や考え方に新鮮な

刺激を受けています。機械工学は，様々な科学を人の役に立

つものやシステムとして形にする役割を担っていますが，新

しいものをどのように応用するかをいつも考えています。今

号でも，「絹フィブロインの構造変化」の解説では，タンパ

ク質薄膜のナノレベルでの構造変化がAFMで見事に捉えられ

ており，ナノ構造変化を利用した機能性材料としての応用や

機能制御性の有用な知見が得られることを期待しました。異

なる素材が対象ですが「DMSO水溶液中のリゾチームの熱力

学」の解説でも，タンパク質の構造・物性・機能を連動させ

る大きな目的の中で精密な熱力学的アプローチが紹介され，

食品の成分としか思っていなかったタンパク質に大きな可能

性があることを知りました。また，「金属製錬における熱力学

の利用」の解説では，機械工学の熱力学が熱エネルギーから

仕事を取り出すことを主目的として構築されているのに対し

て，目的とする金属を分離・抽出する過程に熱力学が効果的

に利用され，「製錬熱力学」として確立されていることに，熱

力学の広さを改めて感じました。解説のおわりに述べられて

いる，レアメタルや貴金属など希少材料を都市鉱山からリサ

イクルする問題へも，熱力学的アプローチが成果を挙げるこ

とに大いに期待しました。雑駁な感想ですが，多彩なトピッ

クスを会員が様々な視点で読めるような学会誌であることが

大切なのかなと感じました。 （中別府 修）
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